
【家庭系ごみ量】 【事業系ごみ量】

　家庭系ごみの総量が 　収集資源が前年度比で1,498t減少(4.0％減)   前年度比で471t減少(0.6％減)
　前年度比で5,274t減少（2.9％減）

（内訳） 単位：t 【リサイクル率】
　収集ごみが前年度比で3,079ｔ減少(2.7％減) R6 R7 増減量 増減率

7,457 7,209 ▲248 ▲ 3.3% ○リサイクル率＝資源化量÷(家庭系ごみ＋事業系ごみ)

（内訳） 単位：t 1,409 1,387 ▲22 ▲ 1.6% 　　　22.4％ ＝　56,494ｔ ÷ ( 177,873t ＋ 74,212t )

R6 R7 増減量 増減率 5,193 4,951 ▲242 ▲ 4.7%

109,936 107,201 ▲2,735 ▲ 2.5% 1,680 1,579 ▲101 ▲ 6.0% ※資源化量とは

3,206 2,996 ▲210 ▲ 6.6% 383 382 ▲1 ▲ 0.3%   直接資源化量＋中間処理後再生利用量(飛灰は除く)＋集団回収量

2,608 2,474 ▲134 ▲ 5.1% 6,541 6,174 ▲367 ▲ 5.6%

115,750 112,671 ▲3,079 ▲ 2.7% 14,940 14,423 ▲517 ▲ 3.5% 【1人1日あたりごみ総排出量】
37,603 36,105 ▲1,498 ▲ 4.0%

○1人1日あたりのごみ総排出量＝ごみ総排出量÷人口÷年間日数

　直接搬入(有料・減免・資源物)が 　　　909g　＝ 252,085t ÷ 760,085人 ÷ 365日

　前年度比で226t増加(1.8％増) 　集団・拠点回収が前年度比で923t減少(5.4％減)

※令和7年度の目標値は929g

収集ごみ　　　：ごみ集積場に排出した3種（燃やすごみ、燃やさないごみ、粗大ごみ） 許可ごみ：一般廃棄物収集運搬業の許可業者が排出事業者から委託され搬入したごみ

直搬搬入　　　：市民が自らごみ処理施設へ直接搬入したごみ 直搬搬入：排出事業者が自らごみ処理施設へ搬入したごみ

収集資源　　　：ごみ集積場に排出した7種（プラマーク容器包装、ペットボトル、びん、缶、特定５品目、古紙類、枝葉・草） 公共ごみ：側溝汚泥・不法投棄・動物の死体・ボランティア清掃ごみなど
集団・拠点回収：【集団拠点回収】自治会等登録団体自らが業者と契約・資源化。回収実績に応じ、奨励金交付（古紙類・古布） 資源物　：食品残渣（学校給食残渣・廃食用油）の飼料化・堆肥化
　　　　　　　：【拠点回収】リサイクル推進のため公共施設を中心に実施（古紙類・ペットボトル・乾電池・古布類・使用済小型家電）
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